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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月24日(2020.11.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８３】
　表ＩＩＩに提供される処方であるが、「安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル」
の代わりに、以下を含有してもよい：
ａ）フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
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ｂ）アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
ｃ）Ｎ－メチルサリチルアミド
【表２１】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０５】
　表ＸＸＶに提供される処方であるが、「安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル」
の代わりに、以下を含有してもよい：
ａ）フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
ｂ）アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
ｃ）Ｎ－メチルサリチルアミド
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【表４３】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０７】
　表ＸＸＶＩＩに提供される処方であるが、「安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステ
ル」の代わりに、以下を含有してもよい：
ａ）フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
ｂ）アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
ｃ）Ｎ－メチルサリチルアミド
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【表４５－１】

【表４５－２】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物またはその（薬学的）塩の、抗真菌剤の製造における使用であって、前記式（Ｉ
）の化合物は、以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル

【化２】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
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【化３】

・フロン酸メチルエステル
【化４】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化５】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化６】

・サリチルアミド
【化７】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
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【化８】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化９】

からなる群から選択される、使用。
【請求項２】
　前記剤は、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓに対して活性である、請求項１に記載の
使用。
【請求項３】
（ａ）式（Ｉ）：

【化１０】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
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またはＮＥｔ２を表す）
の芳香族エステルまたはアミド誘導体から選択される少なくとも１つの第一剤であって、
前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１１】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１２】

・フロン酸メチルエステル
【化１３】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１４】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
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【化１５】

・サリチルアミド
【化１６】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
【化１７】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化１８】

からなる群から選択される、第一剤、および
　　（ｂ）安息香酸およびパラヒドロキシ安息香酸、それらのエステルおよび塩、安息香
酸ベンジル、プロピオン酸およびその塩、サリチル酸およびその塩、２，４－ヘキサジエ
ン酸（ソルビン酸）およびその塩、レブリン酸とその塩、アニス酸とその塩、ペリリン酸
とその塩、ケイ皮酸とその塩、ホルムアルデヒドおよびパラホルムアルデヒド、４－ヒド
ロキシベンズアルデヒド、オルト－、メタ－およびパラ－アニスアルデヒド、ピペロニル
アルデヒド、シンナムアルデヒド、シンナムアルコール、２－ヒドロキシビフェニルエー
テルおよびその塩、２－亜鉛－スルフィドピリジン－Ｎ－オキシド、無機亜硫酸塩および
亜硫酸水素塩、ヨウ素酸ナトリウム、クロロブタノール、４－エチル水銀（ＩＩ）－５－
アミノ－１，３－ビス（２－ヒドロキシ安息香酸）、その塩およびエステル、デヒドロ酢
酸、ギ酸、１，６－ビス（４－アミジノ－２－ブロモフェノキシ）－ｎ－ヘキサンおよび
その塩、エチル水銀（ＩＩ）－チオサリチル酸のナトリウム塩、フェニル水銀とその塩、
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１０－ウンデシレン酸とその塩、５－アミノ－１，３－ビス（２－エチルヘキシル）－５
－メチル－ヘキサヒドロピリミジン、５－ブロモ－５－ニトロ－１，３－ジオキサン、２
－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール、２，４－ジクロロベンジルアルコー
ル、Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ'－（３，４－ジクロロフェニル）－ウレア、４－
クロロ－ｍ－クレゾール、２，４，４'－トリクロロ－２'－ヒドロキシ－ジフェニルエー
テル、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノール、１，１'－メチレン－ビス（３－（１
－ヒドロキシメチル－２，４－ジイミダゾリジン－５－イル）ウレア）、ポリ（ヘキサメ
チレンジグアニド）塩酸塩、（ベンジルオキシメトキシ）－メタノールヘキサメチレンテ
トラミン、１－（３－クロロアリル）－３，５，７－トリアザ－１－アゾニア－アダマン
タンクロリド、１－（４－クロロフェノキシ）－１－（１Ｈ－イミダゾール－１－イル）
－３，３－ジメチル－２－ブタノン、１，３－ビス－（ヒドロキシメチル）－５，５－ジ
メチル－２，４－イミダゾリジンジオン、１，２－ジブロモ－２，４－ジシアノブタン、
２，２'－メチレン－ビス（６－ブロモ－４－クロロフェノール）、ブロモクロロフェン
、５－クロロ－２－メチル－３（２Ｈ）－イソチアゾリノンと２－メチル－３（２Ｈ）－
イソチアゾリノンと塩化マグネシウムと硝酸マグネシウムとの混合物、２－オクチル－２
Ｈ－イソチアゾール－３－オン、１，２－ベンズイソチアゾール－３（２Ｈ）－オン、２
－ベンジル－４－クロロフェノール、３－（４－クロロフェノキシ）－１，２－プロパン
ジオール（クロルフェネシン）、２－クロロアセトアミド、クロルヘキシジン、クロルヘ
キシジンアセテート、クロルヘキシジングルコネート、塩酸クロルヘキシジン、Ｎ－アル
キル（Ｃ１２－Ｃ２２）トリメチルアンモニウムブロミドおよびクロリド、４，４－ジメ
チル－１，３－オキサゾリジン、Ｎ－ヒドロキシメチル－Ｎ－（１，３－ジ（ヒドロキシ
メチル）－２，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル）－Ｎ'－ヒドロキシ－メチルウ
レア、１，６－ビス（４－アミジノ－フェノキシ）－ｎ－ヘキサンおよびその塩、グルタ
ルアルデヒド、５－エチル－１－アザ－３，７－ジオキサビシクロ（３．３．０）オクタ
ン、３－（４－クロロフェノキシ）－１，２－プロパンジオール、ヒアミン、アルキル－
（Ｃ８－Ｃ１８）－ジメチル－ベンジル－アンモニウムクロリド、アルキル－（Ｃ８－Ｃ

１８）－ジメチル－ベンジルアンモニウムブロミド、アルキル－（Ｃ８－Ｃ１８）－ジメ
チル－ベンジル－アンモニウムサッカリネート、ベンジルヘミホルマール、３－ヨード－
２－プロピニルブチルカルバメート、ヒドロキシメチルアミノ酢酸ナトリウムまたはヒド
ロキシメチルアミノ酢酸ナトリウム、イミダゾリジニルウレア、ジアゾリジニルウレア、
ヒドロキシメチルグリシネートナトリウム、ＤＭＤＭヒダントイン、トロポロン、（エチ
レンジオキシ）ジメタノール、２－ブロモ－２－（ブロモメチル）ペンタンジニトリル、
Ｎ－（３－アミノプロピル）－Ｎ－ドデシルプロパン－１，３－ジアミン、α，α'，α
”－トリメチル－１，３，５－トリアジン－１，３，５（２Ｈ，４Ｈ，６Ｈ）－トリエタ
ノール、ピリジン－２－チオール－１－オキシド、ナトリウム塩、テトラヒドロ－１，３
，４，６－テトラキス（ヒドロキシメチル）イミダゾ［４，５－ｄ］イミダゾール－２，
５（１Ｈ，３Ｈ）－ジオン、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－１－（１，３，４－ト
リス（ヒドロキシメチル）－２，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル）ウレア（ジア
ゾリジニルウレア）、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５，５－ジメチルイミダゾリ
ジン－２，４－ジオン、３－アセチル－２－ヒドロキシ－６－メチル－４Ｈ－ピラン－４
－オン、塩化セチルピリジウム、エチル－Ｎ－アルファ－ドデカノイル－Ｌ－アルギネー
ト塩酸塩、カプリルヒドロキサム酸、ソルボヒドロキサム酸、およびそれらの混合物から
なる群から選ばれる少なくとも１つの第二剤
および／または
　（ｃ）１，３－プロパンジオール、メチルプロパンジオール、１，２－ペンタンジオー
ル、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、エチルヘキシルグリセリン
、グリセリルカプリレート、グリセリルカプレート、３－フェニルプロパノール、２－フ
ェニルエタノール、２－フェノキシエタノール、ベンジルアルコール、４－イソプロピル
－３－メチルフェノールおよび４－ヒドロキシアセトフェノンからなる群から選択される
少なくとも１つのヒドロキシル化合物
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を含む、抗真菌混合物。
【請求項４】
　（ａ）式（Ｉ）：
【化１１】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の芳香族エステルまたはアミド誘導体から選択される少なくとも１つの第一剤であって、
前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル

【化１２】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
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【化１３】

・フロン酸メチルエステル
【化１４】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１５】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化１６】

・サリチルアミド
【化１７】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
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【化１８】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化１９】

からなる群から選択される、第一剤、および
　（ｂ）４－ヒドロキシアセトフェノン、１，２－オクタンジオール、１，２－デカンジ
オール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，８－オクタンジオ
ール、１，２－デカンジオール、ヘキソキシ－プロパン－１，２－ジオール、ヘプトキシ
－プロパン－１，２－ジオール、オクトキシ－プロパン－１，２－ジオール、３－フェノ
キシ－プロパン－１，２－ジオール、３－ベンジルオキシ－プロパン－１，２－ジオール
、３－フェニルエチルオキシ－プロパン－１，２－ジオール、３－フェニルプロピルオキ
シ－プロパン－１，２－ジオール、３－メチルベンジルオキシ－プロパン－１，２－ジオ
ール、グリセリルカプリレート、グリセリルカプレート、グリセリルラウレート、ソルビ
タンカプリレート、プロピルラクテート、ブチルラクテート、ペンチルラクテート、イソ
ペンチルラクテート、シス－ヘキサ－３－エニルラクテート、ベンジルラクテート、トリ
クロサン、クリンバゾール、オクトピロックス（１－ヒドロキシ－４－メチル－６－（２
，４，４－トリメチルペンチル）－２（１Ｈ）－ピリドン、２－アミノエタノール）、キ
トサン、ファルネソール、２－ブチルオクタン酸、２－ベンジルヘプタン－１－オール、
グリセロールモノラウレート、ビス（２－ピリジルチオ）亜鉛１，１'－ジオキシド、Ｎ
，Ｎ'－（デカン－１，１０－ジイルジピリジン－１－イル－４－イリデン）－ジオクタ
ン－１－アミン二塩酸塩（オクテニジン二塩酸塩）、チモール、オイゲノール、４－イソ
プロピル－３－メチルフェノール、ベンジルアルコール、４－メチルベンジルアルコール
、２－フェニルエチルアルコール、１－フェノキシ－プロパン－２－オール、３－フェノ
キシプロパノール、およびベンジルオキシメタノールからなる群から選択される少なくと
も１つの第二剤、
および／または
　（ｃ）１，３－プロパンジオール、メチルプロパンジオール、１，２－ペンタンジオー
ル、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール、エチルヘキシルグリセリン
、３－フェニルプロパノール、２－フェニルエタノールおよび２－フェノキシエタノール
からなる群から選択される少なくとも１つのヒドロキシル化合物
を含む、抗真菌混合物。
【請求項５】
　有効量の少なくとも１つの式（Ｉ）：
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【化２０】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩であって、前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル

【化１２】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１３】

・フロン酸メチルエステル
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【化１４】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化１５】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化１６】

・サリチルアミド
【化１７】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
【化１８】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
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【化１９】

からなる群から選択される、化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４
に記載の混合物を含むパーソナルケア組成物。
【請求項６】
　有効量の少なくとも１つの式（Ｉ）：
【化２０】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩であって、前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化２１】
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・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化２２】

・フロン酸メチルエステル
【化２３】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化２４】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化２５】

・サリチルアミド
【化２６】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
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【化２７】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化２８】

からなる群から選択される、化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４
に記載の混合物を含む洗剤組成物。
【請求項７】
　有効量の少なくとも１つの式（Ｉ）：

【化２９】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩であって、前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
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・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化３０】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化３１】

・フロン酸メチルエステル
【化３２】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化３３】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化３４】

・サリチルアミド
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【化３５】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
【化３６】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化３７】

からなる群から選択される、化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４
に記載の混合物を含む食品組成物。
【請求項８】
　少なくとも１つの式（Ｉ）の化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは
４に記載の混合物を、全組成物に基づいて計算して約０．０１～約１０重量％の量で含む
、請求項５に記載のパーソナルケア組成物、請求項６に記載の洗剤組成物または請求項７
に記載の食品組成物。
【請求項９】
　水と、界面活性剤、乳化剤、増粘剤、および油からなる群から選択される少なくとも１
つの薬剤とを含む局所適用のための化粧品組成物であって、前記組成物は少なくとも１つ
の式（Ｉ）：
【化３８】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
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Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩であって、前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化３０】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化３１】

・フロン酸メチルエステル
【化３２】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
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【化３３】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化３４】

・サリチルアミド
【化３５】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
【化３６】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化３７】

からなる群から選択される、化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４
に記載の混合物を組成物の全重量に基づいて、０．０１～１０重量％の量でさらに含む、
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化粧品組成物。
【請求項１０】
　シャンプー調製物、ヘアコンディショナー、Ｏ／Ｗ型エマルション、Ｗ／Ｏ型エマルシ
ョンまたはゲルである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　ヒトの皮膚、頭皮および／または毛髪に適用される局所用組成物である、請求項９また
は１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　化粧品組成物、洗剤組成物または食品組成物の微生物腐敗を防止する方法であって、前
記方法は、組成物の全重量に基づいて０．０１～１０重量％の少なくとも１つの式（Ｉ）
：
【化３８】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩であって、前記式（Ｉ）の化合物は以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル

【化３９】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
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【化４０】

・フロン酸メチルエステル
【化４１】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化４２】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化４３】

・サリチルアミド
【化４４】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
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【化４５】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化４６】

からなる群から選択される、化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４
に記載の混合物を前記組成物に添加することを包含する、方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの式（Ｉ）：

【化４７】

（式中、
（ａ）ＸはＣＨ＝ＣＨまたはＣＺ１＝ＣＺ２を表し、
Ｚ１がＨである場合、Ｚ２は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表す、および
Ｚ２がＨである場合、Ｚ１は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＯＭｅおよびＯＥｔ
からなる群から選択される基を表し、
ＹはＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、およびＯ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨからなる群
から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
およびＮＥｔ２からなる群から選択される基を表す、
または、
（ｂ）ＸはＯを表し、
Ｙは、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ、Ｏ－（ＣＨ２）ｎ－ＯＨおよびＯＭｅか
らなる群から選択される基を表し、
ｎは２～５であり、かつ
Ｒは、Ｈ、ＯＨ、Ｍｅ、Ｅｔ、ＯＭｅ、ＯＥｔ、ＮＨ２、ＮＨＭｅ、ＮＭｅ２、ＮＨＥｔ
またはＮＥｔ２を表す）
の化合物もしくはその（薬学的）塩または請求項３もしくは４に記載の混合物の、望まし



(27) JP 2019-536733 A5 2021.1.14

くない体臭を抑えるための組成物の製造における使用であって、前記式（Ｉ）の化合物は
以下の式：
・安息香酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化４８】

・フロン酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化４９】

・フロン酸メチルエステル
【化５０】

・アニス酸－３－ヒドロキシプロピルエステル
【化５１】

・Ｎ－メチルサリチルアミド
【化５２】
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・サリチルアミド
【化５３】

・サリチル酸ヒドロキシエチルエステル、および、
【化５４】

・サリチル酸ヒドロキシプロピルエステル
【化５５】

からなる群から選択される、使用。
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